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唐

音

語

存

疑

岡

島

昭

浩

は
じ
め
に

「唐
音
語
」
と
呼
ば
れ
る
語
群
が
あ
る

。

『言
海
』
の

「採
収
語
類
別
表
」

に
九
十
六
語
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
表
で
は

「唐
音
語
」
は
漢
語
と
は
別
に
外

来
語
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
。

『国
語
学
大

辞
典
』

「漢
語
」
の
項

(森
岡
健
二

氏

)
で
も

「唐
音
語
の
多
く
は
物

の
名
と

し
て
入
り
、
そ

の
点
で
い
わ
ゆ
る
外

来
語
に
近

い
」
と
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
唐

音
語
は

〈
漢
語
の
う
ち
唐
音
で
読
ま

れ
る
べ
き
語
〉
と
割
り
切
る
わ
け
に
は
行

か
な

い
。

漢
語
を

「字
音
語
」
と
呼
ぴ
替
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

〈
字
音
で
読

ま
れ
る
べ
き
語
〉
と

い
う

こ
と
で
、
中
国

に
由
来
す
る
か
ど
う
か
の
詮
索
を
し

な

い
呼
び
方
で
あ
る
。
つ
ま
り

「和
製
漢
語
」
と

い
う
語
の
お
さ
ま
り
の
悪
さ

を
逃
れ
る
た
め
の
呼
び
方
と
言

っ
て
よ
く

、

「漢
音
語
」

「呉
音
語
」
と
い
う

言

い
方
は
普
通
は
し
な

い

(注
1
)
。

「唐
音
語
」
と
の
み
言
わ
れ
る
の
は
、

「
(唐
音
が
)
特
定
の
語
と
結
び
つ
い
て
入
り
、

=
子
一
字

の
漢
字
の
読
み
方

と
し
て
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
一

(前
掲
森
岡
氏

)
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う

。

さ
て
、

「和
製
唐
音
語

一
と

い
う
言

い
方
は
な
い
が
、

「唐
音
語
」
で
あ
る

か

い
な
か
の
判
断
基
準
は
、

〈
そ
の
語
が
禅
宗

に
よ

つ
て
中
国
か
ら
渡
来
し
た

語
で
あ
る
か
〉
よ
り
も
、

〈
そ
の
語
が
我
が
国

で
既
存
の
漢
音
呉
音
と
異
な

っ

た
読
み
を
さ
れ
て
い
る
か
〉
に
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
禅
宗
に
よ

っ
て
初
め
て
中

国
か
ら
渡
来
し
た
語
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
が
既
存
の
漢
音
呉
音
と
同
じ
音
形
で

あ
れ
ば

「唐
音
語
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い

(注
2
)
。
既
存

の
漢
音

呉
音
と
音
形
が
違

い
、
そ
の
違
い
の
よ
る
と
こ
ろ
が
、
中
国
語
の
中
世
近
世
音

へ
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で

「唐
音
語
」
で
あ
る
と

認
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
勿
論
の
こ
と
、
そ
の

「唐
音
語
」
が
輸
入
さ
れ
た
時

代
の
日
本
語

の
音
韻

の
状
態
を
も
考
慮
に
い
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
と
こ
ろ
が
従

来
の

「唐
音
語
」
認
定
に
際
し
て
は
こ
う

い
っ
た
手
統
き
が
充
分
で
な
か

っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
字
の
別
の
音

(又
音

)
の
漢
音
や
呉
音
を
、
漢
音
や
呉
音

の
転
託
を
、
訓
を
、
そ
れ
ぞ
れ
唐
音
と
み
な
す

こ
と
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

古
く
は
文
献
Y
で

「漢
音
呉
音
お
よ
び
古
音

の
外
に
な
ほ

一
種
別
な
る
音
」
と

唐
音
を
位
置
付
け
た
が
、
中
国
語
中
世
近
世
音
と
の
比
較
は
な
さ
れ
な
か

っ
た

と
思
し

い
。

漢
音
呉
音
と
達
う
音
形
を
と
る
も
の
に
は
唐
音
の
他
に
慣
用
音
が
あ
る
。
本

来
な
ら
、
中
国

の
中
世
か
ら
近
世
の
音
に
由
来
す
る
も
の
を
唐
音
と
し
、
漢
音

呉
音
で
な
く
、
唐
音
で
も
な
い
も
の
を
慣
用
音
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
字
音
研

究

の
分
野
で
は
確
か
に
そ
う
な

っ
て
お
り
、
従
来
慣
用
音
と
さ
れ
た
も

の
が
漢

音
や
呉
音
で
あ
り
、
唐
音
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

つ
た
も
の
も
多

い

(注

3
)
。

し
か
し
語
彙
研
究

に
お

い
て
は

「唐
音
語
」
と
認
定
す
る
に
際
し
て
そ

の
よ

う
な
作
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
え
る
。
慣
用
音
は
多
用
さ
れ
多
く
の
熟
語

で
そ

の
音
で
読
ま
れ
る
の
に
対
し
、
唐
音

「語
」
と

い
う
呼
び
方
に
明
ら
か
な

よ
う
に
、あ
る
字
が
他
の
熟
語
で
の
読
み
と
は
異
な
る
読
み
を
さ
れ
る
場
合
に
、

「唐
音
語
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
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以
下
、

「唐
音
語

】
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
疑
う
べ
き
も
の
、

「唐
音
語

」
と
認
定
す
る
に
は
ま
だ
証
拠
が
十
分
で
な

い
も
の
に
つ
い
て
考
証
す
る
こ
と
と
す
る

。
か
つ
て

「唐
音
語
」
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
た
も

の
は
多
数
あ
る
。
近
世
の
語
源
研
究
の
中

で
は
多
く

の
語
を
唐
音

起
源
と
見
為
し
た
人
も
あ
る
が

(注
4
)
、
こ
れ
は

「唐
音
」
と
い
う
の
が
当

時

の
現
代
中
国
語
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
「唐
音
語
」
と
い
う
よ
り
も
、

近
代
の
語
源
研
究
家

の

一
部
に
も
見
ら
れ

た

〈
日
本
語

の
中
国
語
起
源
論
〉

(注
5
)
に
も
近

い
と
い
え
よ
う
か
。
こ
う
し
た

〈
中
国
語
起
源
論
〉
で
は
な

く
と
も
通
俗
的
な
書
物
に
於
て
は

「唐
音

語
」
を
説
明
し
た
中
に

一
見
し
て
唐

音
で
は
な

い
も
の
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
は
な
は
だ
し

い
も
の
を
あ

げ
る
と
、
茄
子
ナ

ス
、
図
画
ズ
ガ
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
極
端
な
も
の
は
除
い
て
も

、
国
語
学

の
概
説
書
な
ど
に
あ
げ
ら

れ
て
い
る
唐
音
語
、
国
語
辞
典
に
唐
音
語

と
記
さ
れ
て

い
る
も

の
の
中
に
も

、

字
音
研
究

の
立
場
か
ら
は
唐
音
と
は
見
為

し
が
た

い
も
の
が
見
え
る
.
そ
れ
を

指
摘
し
て
ゆ
く
の
が
本
稿
で
あ
る
。

「唐
音
語

」
と

い
う
場
合
、
さ
す
が
に
現
代
中
国
語
に
よ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
用

語
や
中
華
料
理
の
名
や
現
行
の
地
名
な
ど
は
含
め
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
輸
入
の

も

の

・
江
戸
時
代
輸
入
の
も
の
な
ど
多
彩

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

「中
世
唐
音
」

に
よ
る
も
の
と

「近
世
唐
音
」
に
よ
る
も

の
と
が
あ
る
わ
け
だ
が
、

「唐
音
語
」

認
定
に
際
し
て
も

こ
れ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以

下
の
考
察
は
、

-
音

の
上
か
ら
中
世
唐
音
と
も
近
世
唐
音
と
も
考
え
ら
れ
な
い
も

の

2
中
世

(以
前

)
か
ら
見
え
る
語
で
あ

る
の
に
中
世
唐
音
で
は
説
明
の
つ
か

な

い
も
の

3
呉
音
漢
音
で
あ
る
の
に
唐
音
と
さ
れ

た
も

の

4
そ
の
他

の
四
章
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
と
す

る
。

ま
ず
、
考
証
す
べ
き
語
を
挙
げ
、
そ
の
語
を
唐
音
語
と
認
定
し
て
い
る
文
献

を
掲
げ
る
。
洋
大
文
字
の
も

の
は
最
後

に
ま
と
め
て
文
献
名
が
挙
げ
て
あ
る
。

=

]

○

「
お
侠
」
の
キ

ャ
ン

(N
W
)

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

で
は
語
源
説
の
欄
で
は
な
く
、
項
目
の
下
に
唐
音
と

記
さ
れ
て
い
る
。

『倭
訓
栞
』
中
編
で

「き
や
ん

侠
の
唐
音
成

へ
し
」
と
あ

る
の
が
、
唐
音
説
の
古

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

『浬
言
集
覧
』
に

「き
や
ん

江
戸
の
俗
語
少
女
の
は
す
は
な
る
を

い
ふ
多
く
は
声
妓

(げ
い
し
や
)
の
も

の
に
あ
り

(増
)
き
や
ん
は
侠
の
唐
音
成

へ
し
」
.井
上
頼
囲
・近
藤
瓶
城
の
増

補
は

『倭
訓
栞
』
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
に

『新
潮
国
語
辞
典
』
、

『新

明
解
国
語
辞
典
』
、
山
田
美
妙

『日
本
大
辞
書
』
、
平
凡
社

『大
辞
典
』
、
『角

川
古
語
大
辞
典
』
、

『岩
波
国
語
辞
典
』
、
林
大

『言
泉
』

(小
学
館
)
、
三

省
堂

『大
辞
林
』
、
学
研

『国
語
大
辞
典
』
、
『広
辞
苑
』
、
堀
井
令
以
知

『日

本
語
語
源
辞
典
』
、
同

『語
源
大
辞
典
』
、

『小
学
館
新
選
古
語
辞
典
』
、
荒

川
惣
兵
衛

『角
川
外
来
語
辞
典
』
、

『角
川
新
版
古
語
辞
典
』
、
楳
垣
実

『外

来
語
辞
典
』

(?
付
き
)
、

『小
学
館
古
語
大
辞
典
』
は

『喪
志
編
』

「唐
音

に
て
不
坪
と
い
う
詞
に
か
な
ふ
な
り
。
当
世
の
人
男
女
と
も
に
少
し
気
負
ひ
、

取
り
し
ま
り
な
き
を
き
や
ん
な
り
と

い
ふ
」
を
引
く
.
松
村
明

『江
戸
こ
と
ば
・

東
京
こ
と
ば
』

教
育
出
版

昭
和
五
十
五
年

)
上
三
四
頁

(
『
こ
と
ば
紳
士

録
』
朝
日
新
聞
社

昭
和
四
十
六
年
初
版

同
年
二
刷
に
よ
る
。
五
二
頁
同
じ
)

「
『倭
訓
栞
』
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
ろ
う

」
、
池
上
明
彦

『講
座
日
本
語

の
語

彙

9
語
誌
-
二
明
治
書
院

昭
和
五
十
八
年
)
【
ほ
ぼ
今
日
の
定
説
と
な

っ
て

い
る
」
。

と
こ
ろ
が

「侠
」
は
入
声
帖
韻

(三
十
九
転
四
等
、
協
と
同
音
、
胡
頬
切
、

厘
母
)
、
漢
音
ケ
フ
呉
音
ゲ
フ
で
あ

っ
て
、
中
世
で
も
近
世
で
も
唐
音
が
キ

ヤ
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・ノと

い
う
ン
の
韻
尾
を
持

つ
音
形
に
な
る
は
ず
が
な

い
。
た
と
え
ば

『聚
分
韻

略
』
で
は
ケ
、

『磨
光
韻
鏡
唱
で
は
ヱ
、

『唐
話
纂
要
』
で
は
ヤ

(巻
六
遊
侠

ユ
ウ
ヤ
)
で
あ
る
。

唐
音
説
以
外
の
説
を
掲
げ
る
も
の
を
あ
げ
る
と

、

『大
言
海
』

(
『言
海
』
不
立
項
)

「き

ヤ
ん

(名
)
「侠

「
[き
ん
ぴ
ら
娘

ノ
略
転
シ
タ

ル
語
力
、
倭
訓
栞
、
き
や
ん

「侠
ノ
唐
音
ナ

ル
ベ
シ
」
]

キ

ン

ピ
ラ
ム
ス
メ
。

ハ
ス

ハ
ム
ス
メ
。
オ
キ
ャ

ン
。
オ
テ
ン
バ
。
」

日
置
昌

】

『も

の
し
り
事
典

言
語
篇
』

(河
出
書
房

昭
和
二
十
七
年
初

版
、
二
十
八
年
七
版

に
よ
る
)
で
は

(同
著
者

『話
の
大
辞
典
』
万
里
閣
、
昭

和
二
十
五
年
も
ほ
ぼ
同
)
、

元
禄
時
代

の
末
か
ら
用
い
ら
れ
た
キ

ホ
ヒ
と

い
う
言
葉

(そ
れ
は
採
鉱
の

用
語
か
ら
来
た
も

の
で
あ
る
)
が
、
宝
暦
時
代
か
ら
キ
ヤ
ン
と
な
り
、

つ

い
で
イ
サ
ミ
と

い
う
言
葉
を
生
じ
、
さ
ら
に
寛
政
時
代
か
ら
イ
ナ
セ
と
い

う
・.守
つ
に
カ
φ
っ
た
。

林
甕
臣

.
棚
橋

一
郎

『日
本
新
辞
林
』

(
明
治
三
十
年
初
版

三
十
三
年
九

版
に
よ
る
)

「侠

の
字
よ
り
転
じ
た
る
語
」
。

前
田
勇

『江
戸
語
の
辞
典
』

(昭
和
四
十
九
年

講
談
社
。
講
談
社
学
術
文

庫
、
五
十
四
年
初
刷
、
五
十
五
年
三
刷
に
よ
る
)
で

「字

の
国
音
」
と
記
す
の

は
、
唐
音
で
は
な

い
と
気
付

い
て
そ
う
記
し
た
の
か
,

「慣
用
音
」
と

い
う
よ

う
カ
ユ意
味
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
慣
用
の
で
き
た
経
緯
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な

こ
れ
は
人
工
唐
音
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
。

「引
く
は
跳
ね
」
や

「
一
は
五

に
}
な
ど
か
ら

(注
6
)
、
ま
た

「両
」
を
リ
ャ
ン
な
ど
と
言

つ
て
い
た
こ
と

か
ら
の
類
推
で
あ
る
。
近
世
で
は

【侠

」
と
同
音
、
キ

ョ
ー

の

「
強
」
は
唐
音

キ
ャ
ン
と
な
る
。
人
工
唐
音
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
語
が
唐
音
語
と
認
め
ら
れ
る

な
、っ
ぱ
、
こ
の
語
も

「和
製
唐
音
語
」
と
し
て
唐
音
語
で
あ

る
可
能
性
は
残
さ

れ
る
が
、

【中
国
近
世
音
に
基
づ
く

噛
と

い
う
、

}
般
的
な
唐
音
と
は
異
な
る

こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
近
世
に

「か
ら
こ
と
」
な
ど
と
言

っ
て
外
国
語
め

か
し
た
日
本
語
を
操
る
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
も
唐
音
語
と
呼
ぶ
わ
け
に

は
行
く
ま

い
。

○
搦
ト

ン

(
Y
N
、
金
沢
庄
三
郎

『辞
林
』

、
平
凡
社

『大
辞
典
』
、
山
田
美

妙

『
日
本
大
辞
書
』
、
『言
海
』
、
『大
日
本
国
語
辞
典
』

、

『言
泉
』

(
『こ

と
は
の
い
つ
み
補
遺
』
)
、

『広
辞
苑
』
、
林
大

『言
泉
』

、
三
省
堂

『大
辞

林
』

、

『新
潮
国
語
辞
典
』
)

搦
は
入
声
孟
韻
、
四
十
転

一
等
、
吐
孟
切
、透
母
。
漢
音
呉
音
と
も
に
タ
フ
。

中
世
で
も
近
世
で
も
唐
音
が
ト
ン
と

い
う

ン
の
韻
尾
を
持

つ
音
形
に
な
る
は
ず

が
な

い
.た
と
え
ば

『聚
分
韻
略
』
で
は

「
タ
一
.
『磨
光
韻
鏡
』
で
も

〔
タ
一

で
あ
る
。

轍
の
字
音
か
。
平
声
魂
韻
、
都
昆
切
。
N
は
項
目
に
こ
の
字
を
出
す
が
語
源

は
楊
の
唐
音
と
す
る
。
平
凡
社

『大
辞
典
』
は
楊
の
唐
音
と
記
し
て
緻

の
③
に

同
じ
と
す
る
。

○
甲
板
力
ン
パ
ン

(
Y
K
I
N
、
林
史
典

「日
本
に
お
け
る
漢
字
」

『岩
波
講

座
日
本
語
⑧
文
字
』
、大
町
桂
月

・
佐
伯
常
麿

『誤
用
便
覧
』
明
治
四
十
四
年
、

山
田
美
妙

『日
本
大
辞
書
』
、
『言
海
』
、

『大
日
本
国
語
辞
典
』
、
落
合

『言

泉
』

、
林
大

『言
泉
』
、

『広
辞
苑
』

、

『新
潮
国
語
辞
典
』

、
D
、
D
2
、

Q
2
、
Q
3
)

甲
所

(
Y
)
、
甲
高

い
、
甲
乙

甲
バ
シ
ル

(0
)

甲
は
入
声
押
韻
、
古
押
切
。

『聚
分
韻
略
』
の
唐
音
力
、

『磨
光
韻
鏡
』

の

唐
音
力
、

『唐
話
纂
要
』
の
唐
音
キ
ヤ

(巻
五
甲
冑
キ
ヤ
チ
ウ
な
ど
)
で
あ
る
。

『大
言
海
』
で
は
、

甲
か
ふ
ノ
音
便
ナ
リ
…
か
う
ノ
か
ん
ト
ナ
レ
ル
ナ
リ
庚
申

(カ
ウ
シ
ン
〉

ヲ
か
ん
し
ん
、
強
盗

(ガ
ウ
ダ
ウ
)
ヲ
が
ん
だ
う
ト
云
フ
例

ニ
テ
、
甲
乙

(
力
フ
オ

ッ
)
ヲ
モ
か
ん
お

つ
ト
云
ヒ
シ
ナ
リ

(甲
ノ
今
ノ
支
那
音

ハ
、

ち
ゃ
い
ナ
リ
)
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と
あ
り
、
浜
田
敦
氏
は

「入
声
音
の
掻
音

化
す
る
現
象
」
と
し
て
挙
げ
て

い
る

(注
7
)
,

『大
言
海
』
は

「庚
」

「強

」
の
り
韻
尾
と
、

「甲
」

の
P
入
声

を
同
時
に
説

い
た
が
、
弓
韻
尾
が
掻
音
と

同
様
鼻
音
性
を
持

つ
の
に
対
し
て
、

p
入
声
は
鼻
音
性
を
持
た
な
い
の
で
、
別

に
考
え
ね
ば
な
る
ま

い
。
浜

田
氏
は

〈
入
声
音
と
鼻
音
の
相
通
性
〉
と

〈
促
音

と
掻
音
の
相
通
性
〉
で
説
明
す
る
の

で
あ
る
。

こ
納
戸
ナ
ン
ド

(Y
K
I

『国
語
学
大
辞

典
』

「漢
語
」

(森
岡
健
二
氏
)
)

納
は
入
声
合
韻

(
三
十
九
転

一
等

、
奴

答
切
。
漢
音
ダ
ブ
呉
音
ナ
フ
。

『聚

分
韻
略
』
の
唐
音
ナ
、

『磨
光
韻
鏡
』
の
唐
音
ナ
。
浜
田
敦
氏
は

「入
声
音

の

掻
音
化
す
る
現
象

一
と
し
て
挙
げ
て
い
る

。

、
)橘
鈍
キ
ン
ト

ン

(
I
T
、
Q
で
は

「京

鈍
、
金
団
、
金
段

、
経
鈍
、
橘
鈍
」

と
列
挙
す
る
。
)

こ
れ
も
入
声
字

で
、
こ
の
字
に
唐
音
キ

ン
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『大
言
海
』
橘
飽
き

っ
と
ん
の
転
と
し

、
浜

田
敦
氏
は

「入
声
音
の
掻
音
化

す
る
現
象
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

『守
貞
漫
稿
』
二
十
八
編
食
類

「金
団

き
ん
と
ん
と
字
音
に
云
也
」
。
新

村
出

『国
語
学
概
説
』

(金
田

一
京
助
筆

録

・
金
田

一
春
彦
校
訂
、教
育
出
版
、

昭
和
四
十
九
年
)
も

「金
団
」
と
す
る
。

「団

」
の
唐
音
が
ト

ン
で
あ
る
の
は

認
め
ち
れ
る
が
、
こ
れ
が
語
源
で
あ
る
か

は
不
明
で
あ
る
,

こ
四
百
八
十
寺
シ
ン

(
Y
)

以
上
の
項
ま
で
は
こ
の
字
は
入
声
な

の
で
ン
韻
尾
を
持

つ
は
ず
が
な

い
、
と

簡
単
に
言

い
切

っ
た
が
、
こ
の
項
の
場
合

、
話
は
単
純
で
は
な
い
。
小
川
環
樹

氏
に
よ
る
と

(注
8
)
、
中
国
元
代
の

『
詩
林
広
記
』
に
引
く
南
宋
の

『票
寛

夫
詩
話
』
に

「准
南
間
以
十
為
枕
音
一
、
南

宋

の
陸
游

『老
学
庵
筆
記
』
に

「
八

文
十
二
、
謂
十
為
謳

」
と
あ
る
。
さ
ら

に
敦
煙
写
本

の
チ
ベ

ッ
ト
文
字

の
転
写

で
も
十
を

曝
』ミ
で
写
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
、唐
代
か
ら
十
を
シ
ム
と
読
む
こ

と
の
あ

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
つ
ま
り
こ

の
条
は
前
条
の
よ
う
な

〈中
国

に
あ

り
得
な

い
音
だ
か
ら
唐
音

で
は
な
い
〉
の
で
は
な
く
、

〈
中
国
中
世
近
世
音

(中
古
音
に
な

い
特
徴
を
持

っ
た
)
に
基
づ
く
音
で
は
な

い
か
ら
唐
音
と
は
言

え
な

い
〉
の
で
あ
る
。

ま
た
、
小
川
氏
に
よ
れ
ば
、
敦
煙
資
料
で

「十
」
を
シ
ム
と
読
む
の
は
後
統

音
が
鼻
音
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
逆
行
同
化
で
あ
る
。

「十
二
一
の

場
合
も
鼻
音
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

「
二
」
の
子
音
で
あ
る
日
母
が
非
鼻
音

化
す
る
以
前
に

「十
」を

シ
ム
と
読
む
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る

(注
9
).

す
な
わ
ち
漢
音
よ
り
も
古

い
音
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
唐
音
と
い
う
の

は
問
題
が
あ
ろ
う
,

「南
朝
四
百
八
十
寺
」

の

一十
」
を
シ
ン
と
読
む
の
は
同
化
で
は
な

い
が
、

い
わ
ゆ
る
唐
音
で
は
決
し
て
な

い
。

○
黄
絹
ホ

ッ
ケ
ン

(
Y
)

『言
海
』

「字
ノ
唐
音
。
或
云
福
建

(ホ
ク
ケ
ン
)

ヨ
リ
出
ヅ
ル
名
ナ
リ
ト
、
或

ハ
、
北
絹
ト
モ
記
ス
」
、

『広
辞
苑
』
。

黄
は
、
も
ち
ろ
ん
入
声
で
は
な
く
、
唐
音
で
も
促
音

に
読
ま
れ
る
根
拠
は
な

い
。
こ
れ
は
北
絹

の
音
で
あ
ろ
う
か
.
『下
学
集
』
も
こ
の
字
で
記
し
て

い
る
.

○
践
柞

・
天
柞
∵

重
柞
セ

ン
ソ

・
テ
ン
ソ

・
チ
ョ
ウ
ソ

(F
)

「柞
」
は
入
声
鐸
韻
、
在
各
切
だ
が
、
意
味
上
、

「柞
」

(去
声
暮
韻
、
昨

誤
切
、
福
也
禄
也
位
也
)
も
し
く
は

「昨
」

(
「柞
」
と
同
音
)
に
作
る
べ
き

で
あ
る
。

「作
」
は
恥
じ
る
意
味
で
、
合
わ
な

い
。
誤
字
と
す
べ
き
か
。

『黒
本
本
節
用
集
』

の
「践
作
一を
除

い
て
他
は
正
し
く
作
る
。

『伊
京
集
』

「重
柞
」
、
『饅
頭
屋
本
節
用
集
』

「重
柞

「

『黒
本
本
節
用
集
』

一天
柞
」
.

[
二
]

例
え
ば

「湯
婆
」
を
タ

ン
ポ
と
読
む
の
は
近
世
唐
音
の
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま

り
宕
摂
の
字
を

ン
で
読
む
の
は
中
世
唐
音
で
は
有
り
得
な

い
こ
と
で
あ
る

(注

1
0
)
。
タ
ン
ポ
と
い
う
音
形
は
日
葡
辞
書
が
古

い
と
こ
ろ
の
よ
う
だ
が
、
そ
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れ
以
前

の

「湯
婆

」
と
い
う
漢
字
は

『温
故
知
新
書
』

「湯
婆
タ
ウ

ハ
」
の
よ

う
に
読
む
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
中
世
唐
音
と

い
っ
て
も
全
体
像
が
ほ

ぼ
つ
か
め
る
の
は
鎌
倉
時
代
の
唐
音
で
あ

り
、
中
世
唐
音
と
江
戸
時
代

の
近
世

唐
音
と
区
切
る
べ
き
時
代
は
室
町
時
代
の
ど
の
へ
ん
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
タ

ン
ポ
と

い
う
語
に
よ

っ
て
切
支
丹
資
料
の
頃
は
近
世
唐
音
の
時
期
で
あ
ろ
う
と

推
定
で
き
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
語
を
も

っ
と
丁
寧
に
捜
し
て
ゆ
け
ば
、

近
世
唐
音

の
時
期
が
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
が
わ
か
り
、
国
語
音
韻
史
に

も
貢
献
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。

○
強
盗
ガ
ン
ド
ウ

(N
Q
)

他
に

『新
明
解
古
語
辞
典
』
、

『小
学
館
古
語
大
辞
典
』

(語
誌

、
坂
梨
隆
三

氏

)

『岩
波
古
語
辞
典
』
、

『小
学
館
新
選
古
語
辞
典
』

、

『旺
文
社
古
語
辞

典
』
、

『新
潮
国
語
辞
典
』
、
林
甕
臣

・
棚
橋

一
郎

『日
本
新
辞
林
』
、

『言

海
』

「字
ノ
唐
音
ぎ
や
ん
だ
う
ノ
転
力
ト
云
」

、
落
合
直
文

『こ
と
ば
の
い
つ

み
』
も

『言
海
』
に
同
じ
、
『
言
泉
』
は

「字

の
宋
音
」
、

『大
日
本
国
語
辞

典
』
、

『広
辞
苑
』

、

『三
省
堂
大
辞
林
』
、
林
大

『言
泉
』
。

初
出
は

『色
葉
字
類
抄
』
、
前
田
本
は

「強
」
に
去
声
、

「盗

に
上
声
の
そ
れ

ぞ
れ
濁
声
点
が
付
さ
れ
る
。
前
田
本
は

「
力
ム
タ
ウ
」
、
黒
川
本
は

「
力
ン
ト

ウ
」
と
書

い
て

ン
の
横
に
ム
と
記
す
。

「強

」
は
平
声
陽
韻
、
中
世
唐
音
な
ら
ば
ヤ
ウ
型
を
取
る

(
『聚
分
韻
略
』

で

(キ
ヤ
ウ
)
)
。
よ

っ
て
唐
音
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『角
川
古
語
大
辞
典
』
は

「転
音

一
と
記
す
。

『大
言
海
』
が
う
だ
う
ノ
転
、
五
調

(
ガ

ン
デ
ウ
)
に
、
強
盛

(ガ
ン
ジ
ヤ

ウ
)
ト
書
キ
タ
ル
ア
リ

(其
条
ヲ
見

ヨ
)
庚
申

(力
ウ
シ
ン
)
か
ん
し
ん
.
甲

乙

(力
フ
オ

ッ
)
か
ん
お
つ

次
項
と
と
も
に
考
察
す
る
。

○
龍
謄
リ

ン
ダ
ウ

(Y
O
、

『言
海
』
、
U
の
第
三
部
第
三
章
で
も
唐
音
と
認

定
か
)
龍

の
属
す
る
通
摂
は
中
世
唐
音
で
も

ン
を
と
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
リ
ン

と

い
う
形
で
は
な
く

ル
ン
の
形
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

『大
言
海
』
で
は

「強
盗
が
ん
だ
う
庚
申
か
ん
し
ん
ノ
類
」
と
す
る
が
、
奥

村
三
雄
氏
は

「ウ
と

ン
と
の
音
韻
転
倒
」

(注
1
1
)
、
吉
沢
義
則
氏
は

「ウ

と
ム
と
音
感
が
似
て
ゐ
る
の
で
通
用
し
た

の
で
あ
ろ
う
」

(注
1
2
)
な
ど
、

一
般
に
は
リ
ウ
タ
ム
の
転
音
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

「転
音

一
と
言

っ
て

も
、
ど
の
よ
う
な

「転
音
」
で
あ
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
細
か

い

考
証
は
改
め
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今

、
鼻
音
が
本
来
予
想
さ
れ
る
形
と

は
別
の
形
で
現
れ
る
も
の
を
並
べ
て
み
る

(注
1
3
)
。

強
盗
ガ

ン
ダ
ウ

龍
謄
リ
ン
ダ
ウ

強
盛
ガ

ン
ジ

ョ
ウ

論
ズ

ン
ず

冷
泉
レ
ン
ゼ
イ

従
者
ズ
ン
ザ

濫
僧
ラ
ウ
ソ
ウ

困

コ
ゥ
ず

柑
子
力
ウ
シ

御
覧
ゴ
ラ
ゥ
ず

臨
時
リ
ウ
ジ

喧
喚
ケ
ウ
サ
ウ

勘
事
力
ウ
ジ

判
官

ハ
ウ
グ
ワ
ン

林
檎
リ
ウ

コ
ウ

輪
鼓
リ
ウ

コ

乱
ラ
ウ
が
は
し

半
靴

ハ
ウ
ク
ワ

読
言
サ
ウ
ケ
ン

反
故

ハ
ウ
グ

郡
家
ク
ウ
ケ

天
気
テ
イ
ケ

紺
屋

コ
ウ
ヤ

宣
耀
殿
セ
イ

エ
ウ
デ
ン

仁
和

ニ
イ
ワ

昆
明
池

コ
ウ
メ
イ
チ

椀
飯

ワ
ウ
バ
ン

潅
仏
ク
ワ
ウ
プ
ツ

勘
文
力
ウ
モ
ン

面
目
メ
イ
ボ
ク

見
参
ゲ

ン
ザ
ウ

無
懸
ム
ザ
ウ

以
上
の
よ
う

に
、
ダ
行
の
前
で
は
ン
に
な
り
、
ザ
行

の
前
で
は
揺
れ
、
ガ
行
ヤ

行

マ
バ
行
の
前
で
は
イ
ウ
に
転
じ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
後
統
音

の

調
音
位
置
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
転
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
マ
バ
行
の
前
が
ウ
に
な

る
の
は
バ
四

マ
四
の
音
便
を
考
え
る
と
う
な
ず
け
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
龍
臓
リ
ン
ダ
ウ
は
唐
音

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
リ
ウ
タ
ム

か
ら
の
転
化
と
み
な
す

べ
き
も
の
で
あ
る

。

こ
鴨
脚

(S
D
Q
3
)

・
銀
杏

(Y
M
W

、
U
第
三
部
第
三
章

)
イ
チ
ヤ
ウ

イ
チ

ョ
ウ
は
鴨
脚

の
中
国
音
ヤ
ー
チ

ャ
オ
の
託

っ
た
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ

た
こ
と
が
あ
る

(
『新
村
出
全
集
』
四
巻

「鴨
脚
樹

の
和
漢
名
」
参
照
)
が
、

漢
字
音
研
究
の
進
ん
だ
現
在
も
そ
れ
を
認

め
て
よ

い
も
の
だ
ろ
う
か
。
イ
チ
ヤ

ウ
と

い
う
語
形
は
節
用
集
な
ど
に
既
に
見
ら
れ
る
が
、
牙
音
で
あ
る

「脚
」
字

が
チ
ャ
オ
と
日
本
語

の
チ
に
近
く
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
ず

っ
と
時
代
が

下
る
と
考
え
ら
れ
る
.藤
堂
明
保
氏
は
清
代

の

『円
音
正
考
』
に
よ

つ
て

「π
7

・.}Z

の
混
同
は
1
8
世
紀
に
始
ま
る
」
と

い
う
結
論
を
示
し
た

(注
1
4
)
。

勿
論

こ
れ
は

〈混
同
〉
の
時
期
を
示
す
も

の
で
あ

っ
て
、
見
渓
群
母

の
口
蓋
化

は
も

っ
と
遡
り
、
げの
7
よ
り
も
先
に
な
一-
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
尾
崎

雄
二
郎
氏
に
よ
れ
ば
元
代

の

『蒙
古
字
韻
』

の
こ
ろ
に
始
ま

つ
て

い
た
と
い
う

(注
1
5
)
。

一
方
、
明
末

の

『西
儒
耳

目
資
』
で
は
ま
だ
5
で
写
さ
れ
て
お

ウ
、
日
本
の
資
料
で
も
近
世
に
至

っ
て
も
見
渓
群
母
は
キ

で
写
さ
れ
る
。
新
村

氏
は
南
音
が
三

で
北
音
が
后
一

で
あ

っ
て
、
イ
チ
ヤ
ウ
以
外

の
も
の
は
み
な

南
音
で
あ

っ
た
ろ
う

、
と
し
て

い
る
。

と
こ
ろ
か
、
日
本
に
渡

っ
て
き
た
音
を

見
る
に
、
中
世
唐
音
で
は
精
母

・
清

母

.
知
母

.
徹
母
な
ど
の
破
擦
音
は
チ
で
は
な
く
シ
で
写
さ
れ
る

(注
1
6
)
・

日
本
語
の
チ
は

一
四
九
二
年
の
朝
鮮
版

『
伊
路
波
』
で
も
二
に
あ
た
る

ハ
ン
グ

ル
で
記
さ
れ

(注
1
7
)
、
そ

の
時
代
に
は
牙
音
が
た
と
え

口
蓋
化
し
て
宕
7

の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
し
て
も
日
本
語

で
は
チ
で
は
な
く

、
シ
で
写
さ
れ
た

"、あ
ろ
う
、

『大
言
海
』

で
は

「脚

(キ

ヤ
ク
)
ヲ
ち
ヤ
ト
云
フ

ハ
、
我
ガ
国

ノ
明
応
年
中

二
成
レ
ル
林
逸
節
用
集

(饅

頭
屋
本

)
ノ
雑
用
部

二
「行
脚
」
「ア

ン
チ
ャ
一ト
傍
訓
セ
リ

一
と
あ
る
が

(注
1
8
)
、複
製
本
で
見
る
と
こ
の
個
所

は
刷
ウ
が
薄
く
判
然
と
し
な
い
。
高
羽
五
郎
氏
刻

『改
編
節
用
集
』
で
は

「
ア

ン
ギ
ヤ

一
と
し
て
い
る
。
ま
た

『
温
故
知
新
書
』

「鴨
丁
ヰ
チ
ヤ
ウ
」
は
、

「鴨
一

字
を

「ヰ
」
と
読

み
、

「
丁
」
字
を
、
さ
ら
に
は

「
脚

二
子
を

【
チ
ヤ
ウ

一
と

読
む
と
い
う
意
識
が
う
か
が
え
る
が
、

「鴨
脚
」
が
イ
チ
ャ
ウ
の
語
源
で
あ
る

証
拠
に
は
な
る
ま
い
。

な
お
銀
杏

の
唐
音

の
託
と
い
う
説
も
、
新
村
氏
が
黒
川
春
村

『碩
鼠
漫
筆
』

の
説

(
『疑
問
仮
名
遣
』
参
照
)
を
批
評
し
て
る
よ
う
に
や
は
り
困
難
で
あ
ろ

う
。ギ

ン
ナ

ン
と
比
較
し
て
、
ギ
ン
よ
り
新
し
い
形
と
思
え
る
イ

ン
と
、
ア
ン
よ

り
古

い
形
と
思
え
る
キ

ャ
ウ
が

一
語
化
し
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

へ
の
疑

問
は
、

『塵
芥
』

「銀
杏
イ

ン
力
ウ
」
の
存
在
で
解
消
で
き
よ
う
が
、
イ

ン
キ

ャ
ウ
か
ら
イ
キ

ャ
ウ

へ
の
変
化
、
キ
を
濁
音
化
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
ン
が
脱

落
す
る
と
は
考
え
が
た

い
。

『温
故
知
新
書
』

「銀
杏
キ
ア

ン
一
と

い
う

ン
が

脱
落
し
た
例
は
気
に
な
る
が
、
こ
の
例
は
音
の
脱
落
で
は
な
く
文
字

の
脱
落
で

あ
る
可
能
性
も
あ
り
、

「銀
杏
イ
キ

ャ
ウ
」
と

い
う
生
き
た
語
が
あ

っ
た
と

い

う
定
か
な
証
拠
と
は
な
る
ま
い
。

ま
た
、
新
村
氏
も
言
う
よ
う
に
キ

ャ
ウ
か
ら
チ
ャ
ウ

へ
の
変
化
が
考
え
が
た

い
。
新
村
氏
は
、
こ
の
変
化
は
こ
の
時
代
に
は
な
い
、
と

い
う
が
、
そ
れ
は
キ

が
口
蓋
化
し
て
も
チ
に
は
な
ら
な

い
こ
と
と
関
連
し
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、

一
葉
が
語
源
で
な

い
こ
と
は
、
開
合
混
乱
以
前

の
資
料
に
イ
チ

ヤ
ウ
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
イ
チ
ヤ
ウ
の
語
源
が

一鴨
脚

】

一銀

杏
」
の
唐
音
に
は
求
め
が
た

い
こ
と
を
示
し
た
ま
で
で
あ
る
。

[
三

】

○
洗
衣
セ
イ

エ

(
Y
)

「洗
」
は
、
広
韻

、
上
声
薔
韻
、
先
礼
切
。
漢
音
セ
イ

、
呉
音
サ
イ
と

『磨

光
韻
鏡
』
で
は
記
さ
れ
て
い
る
。

『聚
分
韻
略
』
の
唐
音
で
は

[洗
シ
一

一衣

(イ

)
」
で
あ
り
、

エ
は
呉
音
と
考
え
ら
れ
る
が
、

『境
嚢
鋭
』
巻
二
に
、
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「禅
家
名
日
]皆
以
テ
常
ナ
ラ
ズ
…
洗
濯
ヲ

ハ
洗
衣

(セ
イ

ヱ
)
ト
云
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
唐
音
と
見
な
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

、
)巳白
諸
キ
、ン
ヨ

(F
)

広
韻
、
平
声
之
韻
、
居
之
切
。
姫
と
同
音
。
韻
鏡
八
転
三
等
。
助
字
。
詩
経

【
日
居
月
諸

一
(
「諸
」
も
助
字
)
よ
り
、

「居
諸
」
で
日
月
の
意
味
。
広
韻
、

平
声
魚
韻
、
九
魚
切
。
韻
鏡
十

一
転
三
等

の
字
も
唐
音
で
キ
と
な
る

(
『聚
分

韻
略
』
で
も
キ
)
が
、
こ
の
場
合

の
キ
は
唐
音
で
は
な

い
、
と
見
な
す
べ
き
だ

ろ
う
。

こ
向
秀
シ
ヤ
ウ
ジ
ウ

(F
)

広
韻

去
声
漂
韻
、
式
亮
切
。
餉
と
同
音
。
中
国
近
世
語
に
な

っ
て
か
ら
の

口
蓋
化
で
は
な
く
、
河
野
六
郎
氏

の
い
う

「第

一
口
蓋
音
化
」
で
あ
り

(注
1

9
)
、
呉
音
漢
音
と
も
に
シ
ヤ
ウ
で
あ
る

。
近
世
語
の
口
蓋
化
が
日
本
の
唐
音

資
料

(中
世

・
近
世
と
も
に
)
に
表
れ
な

い
事
は
イ
チ
ヤ
ウ
の
項
で
も
示
し
た
.

こ
捺
落
ナ
ラ
ク

(
F
)

仏
教
語
。
音
訳
語

の
場
合
、
入
声
韻
尾

が
な
い
形
で
読
ま
れ
る
の
は
常
に
あ

る
こ
と
で
、
こ
れ
は
唐
音
語
に
は
当
ら
な

い
。

へ
)杜
撰

(
0
)

大
修
館

『新
漢
和
辞
典
』
、

岩
垂
憲

徳

『漢
字
声
音
談
』
昭
和
十
八
年
、

『大
言
海
』
、
渡
辺
紳

一
郎

『東
洋
語
源

物
語
』

(昭
和
四
十
八
年

旺
文
社

文
庫
版
)
。

撰
に
は
広
韻
で
上
声
彌
韻
、
士
免
切
、
述
也
定
也
持
也
、
の
他
に
、
上
声
潜

韻
、雛
鮭
切
、撰
述
、あ
り
。
韻
鏡
上

の
位
置
は
と
も
に
二
十
四
転
合
二
等

(
『磨

光
韻
鏡
』

で
は
彌
韻

の
字
を
二
十
三
転
三
等
に
置
く
)
。
文
雄

『三
音
正
謁
』

二
十
四
転
呉
音
に

「撰

エ
ラ
フ
ノ
時
ザ

ン
セ
ン
二
音
ア
リ
」
、
な
ど
杜
ヅ
と
と

も
に
呉
音
で
説
明
で
き
る
。
鈴
木
修
次
氏

『漢
語
と
日
本
人
』
も
こ
の

「杜
撰
一

を
中
国
近
世
の
俗
語

で
あ
る
こ
と
を
記
し

た
上
で
、

「呉
音
読
み
の

「ず
ざ
ん
一
、

あ
る

い
は

ず

さ
ん
】
で
国
語
の
中
に
定
着

し
た
」
と
記
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

語
と
し
て
は
近
世

の
も

の
で
あ

っ
て
も
、
音
が
近
世
的
で
な
け
れ
ば

一唐
音
語
一

と
は
呼

べ
ま
い
。

○
茶
毘

(H
)

呉
音
。
な
ぜ
こ
れ
を
唐
音
語
に
あ
げ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

[
四

」

○
急
焼
キ
ビ
シ

ョ
ウ

(Y
)

N

「急
焼
」
の
唐
宋
音

「き

ゅ
う
し
ゃ
一
の
変
化
し
た
語
。
林
大

『言
泉
一
`

『広
辞
苑
』
、
『
三
省
堂
大
辞
林
』
、
『講
談
社
日
本
語
大
辞
典
』
。

Y
支
那
語
キ
プ

シ
ョ
ウ

(急
焼
)
を
説

っ
た
も
の
。

村
瀬
梼
亭

『藝
苑
日
渉
』
今
人
呼
小
茶
瓶
云
急
備
焼
。
即
急
須
也
。
須
音

蘇
。
国
音
呼
急
蘇
。
猶
云
急
備
焼

。
蓋
唐
音
之
転
託
耳
。

橘
守
部

『俗
語
考
』
か

・
る
字
音
は
南
京
を
ナ

ン
キ

ン
と
云
類
の
唐
音
よ

り
、
其
音
の
異
風
に
転
ぜ
し
な
り
。

松
井
羅
州

『宅
山
石
』
キ

フ
シ
ユ
の
音
が
転
じ
て
キ
ピ
シ
ヨ
と
な
り
た
る

な
り
。

大
槻
文
彦

「若
干
語
の
語
原
」
国
学
院
雑
誌
大
正
4
年

【福
建

の
音
キ
ピ

シ
ョ
」
。

唇
内
入
声
が
ま
だ

ー
℃
と
し
て
残

っ
て
い
る
段
階
の
音
か
ら
転
託
し
た
と
考

え
る
べ
き
で
、
P
入
声
が
い
ま
だ

ハ
行
音
で
残

っ
て
い
る
の
は
唐
音
と
は
呼
ぴ

難
い
の
で
は
な

い
か
。

○
祥
瑞
シ

ョ
ン
ズ
イ

(Y
O
)

『大
言
海
』

『大
日
本
国
語
辞
典
』

「祥
」
は
平
声
陽
韻
、
似
羊
切
。
中
世
唐
音
な
ら
シ
ヤ
ウ

(
『聚
分
韻
略
』

(
シ
ヤ
ウ
)
)
、
近
世
唐
音
な
ら
シ
ヤ
ン
。
し
か
し
、
こ
れ
は
多
種
多
様
な
音

が
伝
わ

っ
た
近
世
期

の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
方
音
が
伝
わ

っ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
は
す
る
。
今
後
の
考
証
が
必
要
で
あ
る
。
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こ
法
被

ハ
ッ
ピ

(Y
K
I
)

唐
音
に
お

い
て
時
折

「石
灰
シ
ッ
ク
イ
」

「竹
箆
シ

ッ
ペ
イ
」

「直
歳
シ

ッ

ス
イ

一

「別
金
ヂ

ッ
キ

ン
一
な
ど
の
よ
う

に
、
入
声
が
三
内

の
い
ず
れ
で
あ
る

か
に
関
わ
ら
ず
促
音

の
形
で
表
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、

「わ
が
国
で
の
託
り

で
あ
ろ
う

一

(注
2
0
)
で
は
な
く
、
中

国
語
に
於

て
三
内
入
声
が
合
流
し
て

声
門
閉
鎖
に
な

っ
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
う

(注
2
1
)
.

一
方
、
小
松
英
雄
氏
に
よ
る
と

(注
2
2
)
、

「新
来

の
宋
音
と
は

一
応
無

関
係
に
起
こ
っ
た
、
国
語
自
体

の
音
韻
変

化
」
と
し
て

〈
唇
内
入
声
韻
尾
の
促

音
化
〉
が
あ
る
。

こ
の

「法
被

一
な
ど
の
・.ホう
に
舌
内
入
声
以
外

の
入
声
が
促
音
に
な

っ
て
い

る
場
合
、
そ
れ
が
中
国
近
世
音
に
よ
る
も

の
な
の
か
、

〈
国
語
自
体
の
音
韻
変

化
〉
な
の
か
を
見
極
め
ね
ば
な
る
ま
い

(
注
2
3
)
。

「法
被

一
の
場
合
は

『禅
林
象
器
箋
』

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

〈唐
音
に
よ

る
も
の
〉
と
言

っ
て
よ
さ
そ
う
だ
が
、

「
洗
衣
」

「杜
撰
」

の
項
で
も
触
れ
た

よ
う

に
、
禅
宗

の
言
葉
で
も
中
国
近
世
音

に
よ
ら
な
い
も

の
も
あ
る
し
、
ま
た

「唐
音
語

一
に
お
け
る

「唐
音
」
を

「漢

音
呉
音
お
よ
び
古
音
の
外
に
な
ほ

一

種
別
な
る
音

一
と
位
置
付
け
る
場
合
に
は

、
漢
音
呉
音
で
説
明
が
可
能
で
あ
る

ゆ
え
に
、
唐
音
語
か
ら
は
は
ず
さ
ね
ば
な
ら
な

い
.

さ
ら
に
今
で
言
う
意
味
の
こ
の

「
ハ
ッ
ピ
」
と
い
う
語
は
新
村
出

「法
被
を

着
て
一
全
集
十

一
巻
に
よ
れ
ば
、
半
腎
の
転
と
す
る
が
、
そ
の
他
、浜
田
敦

「促

音
と
掻
音

一
な
ど
、
そ
う
す
る
説
は
多
い
。

『禅
林
象
器
箋
』
に
見
、え
る
法
被

の
語
は
、
意
味
が
別

で
あ
る
。
す
る
と
、
今
言
う

ハ
ッ
ピ
を
唐
音
語
と
認
め
る

の
は
ま
す
ま
す
難
し
か
ろ
う
。

【
五

]

以
上
、
い
く
つ
か
の

「唐
音
語
」
に
つ
い
て
、
そ
の
唐
音
な
ら
ざ
る
こ
と

(あ

る

い
は
漢
音
呉
音
読
み
で
説
明
可
能
な
こ
と
)
を
考
証
し
て
き
た
。
最
初
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、

「
(唐
音
が
)
特
定

の
語
と
結
び
つ
い
て
入
り
、

一
字

一
字

の
漢
字

の
読
み
方
と
し
て
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
の
で
、
転
託
し
た

も

の
と
の
区
別
が
つ
き
に
く

い
。
し
か
し
中
国
語
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
あ

る
種
の
も
の
は

〈
唐
音
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
〉
と
判
断
で
き
る
わ
け
で
、
本

稿

の
立
場
は
そ
こ
に
あ
る
。

一
方
、
呉
音
漢
音
で
説
明
が
可
能
な
も
の
は
、
本

稿
で
は
唐
音
語
か
ら
は
除

い
た
。
こ
れ

に
対
し
て
は
反
対
意
見
も
予
想
さ
れ
る

が
、中
世
に
輸
入
し
た
漢
語
を
す

べ
て
唐
音
語
と
捉
え
る
わ
け
に
も

い
か
な

い
.

唐
音
の
読
み
で
説
明
で
き
る
も
の
を
唐
音
語
と
認
定
す
れ
ば
よ

い
と
な
る
と
、

か

つ
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
唐
音
語
だ
け
で
は
考
察

の
対
象
と
し
て
少
な
す
ぎ
る

し
、

一
般
に
い
う
唐
音
語
と
は
大
き
く
意
味
が
ず
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
く

ま
で
も

「漢
音
呉
音
お
よ
び
古
音
の
外
に
な
ほ

一
種
別
な
る
音
」
と

い
う
立
場

を
守

っ
た
所
以
で
あ
る
。

(注
1
)
鈴
木
修
次

『漢
語
と
日
本
人
』

(昭
和
五
十
三
年

み
す
ず
書
房
)

に
は
見
え
る
。

(注
2
)

「唐
音
」
自
体
は
漢
音
呉
音
と
同
型
で
あ

っ
て
も

「唐
音
」
で
あ
る

が
、

「唐
音
語
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
は
漢
音
呉
音
と
は
異
な
る
音
形
を
必
要

と
す
る
の
が
通
念

の
よ
う
で
あ
る
。
参
考
文
献
F
で
は

「呉
音
と
同
型
の
唐

音
が
幾

つ
か
あ
る
が
、
用
例
の
年
代

の
新
し
い
も
の
は
唐
音
と
認
め
一
と
す

る
。

(注
3
)
漢
音
呉
音
唐
音
で
あ
る
、
と

い
う

の
は

〈中
国
原
音
に
基
づ
く
〉
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
慣
用
音
で
あ
る
、
と
い
う
の
は

〈中
国
原
音
に
は
基
づ

か
な
い
〉
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
高
松
政
雄

『
日
本
漢
字
音
の
研
究
』

(昭

和
五
十
七
年

風
間
書
房
)
第
六
章
qD
慣
用
音
参
照
。

(注
4
)
例
え
ば
、
新
井
白
蛾

「闇
の
あ
け
ぼ
の
』

「世
俗
の
悪
き
事
は
何
に
か
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ぎ
ら
ず
ヒ
ヨ
ン
な

こ
と

・
い
ふ
。
是
は
凶

の
字
の
唐
音
ヒ
ヨ
ン
な
る
を
和
語

に
用
ゐ
来
れ
り
」
な
ど
。

(注
5
)

ハ
イ
を

「灰
」
の
字
音
と
見
た
り

、
火
を

「輝
」
な
ど
の
字
音
と
関

連
づ
け
た
り
す
る
立
場
。

(注
6
)
有
坂
秀
世

「唐
音
を
弁
ず
る
詞

と
韻
目
を
暗
謂
す
る
詞
」

『国
語
音

韻
史

の
研
究
』

」昭
和
三
十
二
年
増
補
新
版

三
省
堂
}も
と

「国
語
研
究
」

昭
和
十
五
年
。
湯
沢
質
幸

「唐
音
名
目
系
統
考
」

『馬
淵
和
夫
博
士
退
官
記

念
国
語
学
論
集
』

(昭
和
五
十
六
年
)
。

(注
7
)
浜

田
敦

「促
音
と
掻
音
」

『国
語
史

の
諸
問
題
』

(昭
和
六
十

一
年

和
泉
書
院

)
も
と

「人
文
研
究
」

一
-

一
・
二

昭
和
二
十
四
年

。

(注
8
)
小
川
環
樹

南

朝
四
百
八
十
寺

の
読
み
方

-

音
韻
同
化

舅

罫
〒

一葺
ざ
=
の

一
例

…

一

『中
国
語
学
研
究
』

(昭
和
五
十
二
年

創
文
社
)

も
と

【中
国
語
学

廟
一
〇
〇
号

昭
和

三
十
五
年
。

(注
9
)
高
田
時
雄

『敦
煙
資
料
に
よ
る
中

国
語
史

の
研
究

ー

九

・
十
世
紀

の
河
西
方
言

ー

』

(昭
和
六
十
三
年

創
文
社

)

一
四
九
頁
を
も
参
照
.

(注
1
0
)
有
坂
秀
世

「颯
経
の
唐
音
に
反
映
し
た
鎌
倉
時
代

の
音
韻
状
態
」

『国
語
音
韻
史

の
研
究
』
も
と

「言
語

研
究
」
2

昭
和
十
四
年
。
浜

田
敦

【音
便

ー

掻
音
便
と
ウ
音
便
と
の
交

錯

ー

」

『国
語
史

の
諸
問
題
』

(昭
和
六
十

一
年

和
泉
書
院
)も
と

「
国
語
国
文
」
二
十
三
⊥

二

昭
和
二

十
九
年
。
奥
村
三
雄

【喉
内
韻
尾

の
国
語
化
」

「国
語
国
文
」
十
九

⊥

二

昭
和
二
十
五
年

。
同

【掻
音

ン
の
性
格

ー

表
記
と
音
価

の
問
題

ー

」
国

語
学
二
十
三

昭
和
三
十
年
。
同

『聚
分
韻
略

の
研
究
』

(昭
和
四
十
八
年

風
間
書
房
)
。
文
献
U
第

二
部
第
三
章

、
も
と

「
山
形
大
学
紀
要

(人
文
科

学
)
」
八

i
二

昭
和
五
十
年
。
迫
野
虜
徳

「中
世
的
掻
音
」

「国
語
国
客

五
十
六
ー
七

昭
和
六
十
二
年
。
な
ど

,

(注
1
1
)

(注
1
0
)
の
奥
村
三
雄

「
喉
内
韻
尾
の
国
語
化
」

(注
1
2
)
吉
沢
義
則

『国
語
史
概
説
』

(昭
和
六
年
初
版
同
年
再
版
本
で
は

六
十
五
頁
、
昭
和
二
十

一
年
初
版
二
十
二
年

二
版
本
で
は

一
八
四
頁
。

(注
1
3
)
用
例
は
、
奥
村
三
雄

「韻
尾
国
語
化
に
つ
い
て
」

「説
林

一
三
-

一

昭
和
二
十
五
年

な
ど
に
よ
る
。

(注
1
4
)
藤
堂
明
保

舜
一-
と
房
7

の
混
同
は
1
8
世
紀

に
始
ま
る

一

『中

国
語
学
論
集
』

(昭
和
六
十
二
年

汲
古
書
院
)

も
と

一中
国
語
学

一
九

四
号

昭
和
三
十
五
年
。
他
に
、
日
下
恒
夫

「中
国
近
世
北
方
音
韻
史

の

一

問
題

ー

北
京
方
言
声
類
体
系
の
成
立

1

」
【東
京
都
立
大
学
人
文
学
墾

九

一

昭
和
四
十
八
年
。
太
田
斎

「尖
団
小
論
」

「東
京
都
立
大
学
人
文
学

報
」

一
四
〇

昭
和
五
十
五
年
な
ど
参
照
。

(注
1
5
)
尾
崎
雄
二
郎

「大
英
博
物
館
本
蒙
古
字
韻
札
記

】

『中
国
音
韻
史

研
究
』

(昭
和
五
十
五
年

創
文
社
)
も
と

「人
文

一
八
集

昭
和
三
十
七

年
。

(注
1
6
)
有
坂
秀
世

「颯
経

の
唐
音
に
反
映
し
た
鎌
倉
時
代
の
音
韻
状
態
一

「唐
音
に
反
映
し
た
チ

・
ツ
の
音
価

」

『国
語
音
韻
史

の
研
究
』
。
後
者
は

「音
声
学
協
会
会
報
」
四
七

昭
和
十
二
年
。

(注
1
7
)
奥
村
三
雄

「古
代
の
音
韻
」

『講
座
国
語
史

2

音
韻
史

.
文
字

史
』

(昭
和
四
十
七
年

大
修
館
)
参
照
。

(注
1
8
)
大
槻
文
彦

「国
語
語
原
考
第
五
回
」
国
学
院
雑
誌
二
六
巻
三
号
も

同
じ
。

(注
1
9
)
河
野
六
郎

【中
国
音
韻
史
研
究

の

一
方
向

ー

第

一
口
蓋
音
化
に

関
連
し
て

ー

」

『河
野
六
郎
著
作
集
2
』

(昭
和
五
十
四
年

平
凡
社
)

も
と

「中
国
文
化
研
究
会
会
報
」

一
ー

一

昭
和
二
十
五
年
。

(注
2
0
)
佐
藤
武
義

「中
世
文
化
と
唐
音
」

『漢
字
講
座
6
中
世
の
漢
字
と

こ
と
ば
』

(文
献
F
参
照
)
。

(注
2
1
)
l
o
,
1

峠
,
ー
「
と

い
う
閉
鎖
が
古
く
の
よ
う
に
フ
、
ツ

・
チ
、

ク

・
キ
と
は
聞
き
得
な
く

(日
本
語

・
中
国
語

い
ず
れ
に
理
由
が
あ
る
の
か

は
と
も
か
く
)
な

っ
て
い
た
た
め
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
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(注
2
2
)
小
松
英
雄

「
日
本
字
音
に
お
け
る
唇
内
入
声
韻
尾

の
促
音
化
と
舌

内
入
声
音
へ
の
合
流
過
程

ー

中
世
博
士
家
訓
点
資
料
か
ら
の
跡
付
け

ー
」

国
語
学
二
五
号

昭
和
三
十

一
年
.
『
日
本
の
言
語
学
』
7
な
ど
に
再
録
。

(注
2
3
)
い
わ
ゆ
る

「慣
用
音
」
研
究

に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
は
考
え
に
い

れ
る

べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
日
本
で
の

「百
姓
読
み
」
と
中
国
本
土
で
の

〈
譜

声
符
に
・.ホ
る
読
み
〉
が
、
た
ま
た
ま
同
じ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
で

あ
る
。

参
考
文
献

D
藤
堂
明
保

『漢
字

の
知
恵
ー
そ

の
生
立

ち
と
日
本
語
ー
』
昭
和
四
十
年
初
版

四
十

一
年
六
刷
に
よ
る
。

D
2藤
堂
明
保

『漢
語
と
日
本
語
』
昭
和
四
十
四
年
初
版

四
十
八
年
五
版
に
よ

る
。

F
藤
原
浩
史

「唐
音

一
覧
」

『漢
字
講
座

6
中
世
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
昭
和
六

十
三
年

古
本
節
用
集
中

の
唐
音
語
を

抜
き
出
す

。

H
外
間
守
善

・
佐
川
誠
義

『日
本
言
語
学

要
説
』
朝
倉
書
店

昭
和
五
十
九
年

の
う
ち
中
本
正
智

「語
彙
」
。

1
岩
淵
悦
太
郎

『国
語
概
説
』
学
芸
図
書

昭
和
二
十
三
年
初
版

三
十

一
年

九
版
に
ょ
る
。

K

『国
語
史
辞
典
』

「唐
音

(唐
宋
音
)
」
の
項

(京
極
興

こ

昭
和
五
十

四
年
初
版
に
よ
る
。

M

『時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編
』

N

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館

縮
刷

初
版
に
よ
る
。

O
大
槻
文
彦

「外
来
語
原
考
」

「学
芸
志

林
」
十
四
巻

Q
中
山
久
四
郎

【唐
音
考
続
編
」

「史
学

雑
誌
」
二
九
ー

一
一

Q
2中
山
久
四
郎

「唐
音
十
八
考
」

「東
京
文
理
科
大
学
文
科
紀
要
」
第
三

Q3
中
山
久
四
郎

【唐
音
語

の
研
究
と
其
実
例
五
則
」

「支
那
史
籍
上
の
日
本
史
』

雄
山
閣

昭
和
四
年
初
版

十

一
年
再
版
本
に
よ
る
。

S
鈴
木
真
喜
男

・
長
尾
勇

『新
編
国
語
要
説
』
学
芸
図
書

昭
和
五
十
四
年
初

版

五
十
五
年
修
正
二
刷
に
よ
る
。

T
東
条
操

『国
語
学
新
講
』
筑
摩
書
房

昭
和
四
十
年
初
版

四
十
四
年
六
刷

に
よ
る
。

U
湯
沢
質
幸

『唐
音
の
研
究
』
勉
誠
社

昭
和
六
十
二
年
初
版
に
よ
る
。

W

『岩
波
古
語
辞
典
』

Y
山
田
孝
雄

『国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』

昭
和
十
五
年
初
版

同

年
再
版
本
に
よ
る
。

『聚
分
韻
略
』

の
唐
音
は
奥
村
三
雄

『聚
分
韻
略

の
研
究
』

の
慶
長
壬
子
版

に
よ
る
。
ま
た
、
括
弧
内
の
唐
音
は
、
漢
字
の
左
側
に
付
音
が
な
く
、
右
側

の

音
が
唐
音
と
同
じ
音
形
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

f

京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大
学
部
講
師
ー
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